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東
ア
ジ
ア
仏
教
と
『
法
華
経
』
代
表
者
・
司
会　
菅
野
博
史
コ
メ
ン
テ
ー
タ　
斎
藤　
明
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
思
想
の
受
容
菅
野　
博
史
　
本
発
表
は
、「
中
国
法
華
経
疏
に
見
ら
れ
る
『
法
華
経
』
の
思
想
の
受
容
」
と
「『
法
華
経
』
の
民
衆
的
信
仰
」
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
第
一
部
は
、
道
生
、
法
雲
、
智
顗
、
吉
蔵
、
基
の
法
華
経
疏
を
通
じ
て
、
『
法
華
経
』
の
三
つ
の
中
心
思
想
、
つ
ま
り
、「
一
仏
乗
の
思
想
」、「
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
」、「
地
涌
の
菩
薩
の
思
想
」
が
中
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
、
受
容
さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
。
　
「
一
仏
乗
の
思
想
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
第
一
の
「
教
判
思
想
の
基
準
」
に
お
い
て
は
、
一
仏
乗
の
思
想
は
、
中
国
に
お
い
て
は
教
判
形
成
の
基
準
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
「
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
」、「
地
涌
の
菩
薩
の
思
想
」
に
対
す
る
関
心
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
大
き
な
関
心
を
受
け
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
の
「『
法
華
経
』
の
開
三
顕
一
と
法
相
宗
の
特
殊
な
解
釈
」
に
お
い
て
は
、
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
に
基
づ
く
三
乗
真
実
・
一
乗
方
便
説
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
法
相
宗
に
よ
れ
ば
、『
法
華
経
』
は
不
定
性
の
た
め
に
説
か
れ
た
方
便
説
と
規
定
さ
れ
た
。
第
三
の
「
智
顗
の
種
熟
脱
の
三
益
」
に
お
い
て
は
、
釈
尊
と
衆
生
と
の
宗
教
的
絆
を
重
視
す
る
「
一
大
事
因
縁
」
を
的
確
に
解
釈
し
た
例
と
し
て
、
智
顗
の
三
益
の
理
論
を
取
り
あ
げ
た
。
智
顗
は
、
化
城
喩
品
に
説
か
れ
る
大
通
智
勝
仏
の
物
語
が
、
化
導
の
始
終
・
不
始
終
を
説
く
も
あ
る
。
日
蓮
正
宗
と
正
信
会
の
教
義
論
争
、
正
信
会
内
部
の
教
義
論
争
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
今
後
、
創
価
学
会
が
ど
の
よ
う
な
新
教
学
を
創
作
し
て
い
く
か
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
を
論
じ
て
い
く
。
　
【
宮
田
幸
一
】
学
問
的
研
究
と
教
団
の
教
義
―
創
価
学
会
の
場
合
―
　
昨
年
創
価
学
会
は
、
会
則
の
教
義
条
項
を
変
更
し
た
。
創
価
学
会
は
長
年
日
蓮
正
宗
の
信
徒
団
体
と
し
て
日
蓮
正
宗
の
教
義
を
信
奉
し
て
き
た
が
、
日
蓮
正
宗
か
ら
分
離
し
た
後
、
ど
の
よ
う
に
独
自
の
教
義
を
形
成
し
て
い
く
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
戒
壇
本
尊
論
が
日
蓮
遺
文
の
中
で
は
正
当
化
で
き
な
い
と
い
う
論
法
で
、
そ
の
議
論
を
否
定
し
た
。
こ
の
論
法
は
日
蓮
思
想
研
究
に
お
け
る
学
問
的
成
果
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
教
義
形
成
を
進
め
る
と
い
う
創
価
学
会
の
方
向
性
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
方
向
性
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
伴
う
が
、
そ
の
困
難
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
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『
弘
賛
法
華
伝
』『
法
華
伝
記
』
を
取
り
あ
げ
た
。
　
こ
れ
ら
の
『
法
華
経
』
の
民
衆
的
信
仰
は
、
経
典
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
『
法
華
経
』
に
対
す
る
理
論
的
関
心
と
は
大
い
に
そ
の
実
態
が
相
違
す
る
。
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
容
全
体
の
歴
史
的
な
研
究
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
る
。
高
僧
に
よ
る
『
法
華
経
』
の
思
想
的
な
研
究
も
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
民
衆
か
ら
大
い
に
尊
敬
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
弘
通
に
大
い
に
助
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
体
験
談
は
よ
り
多
く
の
民
衆
の
関
心
を
引
い
た
は
ず
で
あ
る
。
吉
蔵
の
法
華
経
観
奥
野　
光
賢
　
本
発
表
は
、
菅
野
博
史
教
授
の
発
表
「
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
思
想
の
受
容
」
を
受
け
て
、
中
国
仏
教
者
の
中
で
も
博
学
多
識
の
最
右
翼
と
し
て
知
ら
れ
る
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
法
華
経
観
を
考
察
し
た
。
　
吉
蔵
は
鳩
摩
羅
什
訳
中
観
系
論
書
（『
中
論
』『
十
二
門
論
』『
百
論
』）
に
基
づ
い
て
三
論
宗
を
大
成
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
法
華
経
研
究
に
心
血
を
注
い
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
智
顗
や
吉
蔵
当
時
は
い
わ
ゆ
る
梁
の
三
大
法
師
に
代
表
さ
れ
る
成
実
学
派
の
教
学
が
席
巻
し
て
お
り
、
法
華
学
に
関
し
て
は
光
宅
寺
法
雲
が
そ
の
頂
点
に
あ
っ
た
。
法
雲
の
法
華
経
解
釈
の
最
大
の
特
色
は
、
菅
野
教
授
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
頓
漸
五
時
教
判
に
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
は
「
仏
身
の
常
住
」
と
「
仏
性
」
を
明
か
し
て
い
る
が
、『
法
華
経
』
に
は
い
ま
だ
そ
れ
ら
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
、『
法
華
経
』
は
『
涅
槃
経
』
と
比
較
す
る
と
価
値
的
に
劣
る
と
結
論
し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
智
顗
の
と
捉
え
、
釈
尊
が
衆
生
に
与
え
る
三
種
の
利
益
と
し
て
、
下
種
益
・
熟
益
・
脱
益
を
考
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
四
の
「『
法
華
経
』
に
お
け
る
仏
性
の
説
・
不
説
」
に
お
い
て
は
、
慧
観
の
五
時
教
判
に
お
い
て
『
法
華
経
』
が
仏
性
を
説
い
て
い
な
い
と
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、
智
顗
、
吉
蔵
は
『
法
華
経
』
に
も
仏
性
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
「
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
仏
身
の
常
住
を
端
的
に
説
く
『
涅
槃
経
』
に
比
べ
て
、
中
国
に
お
け
る
関
心
は
比
較
的
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
、
五
時
教
判
を
採
用
し
た
法
雲
は
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
久
遠
の
釈
尊
を
無
常
の
存
在
で
あ
る
と
解
釈
し
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
智
顗
、
吉
蔵
は
常
住
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
「
地
涌
の
菩
薩
の
思
想
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
に
お
い
て
は
、
地
涌
の
菩
薩
は
経
典
に
登
場
す
る
神
話
的
人
物
と
捉
え
ら
れ
た
た
め
か
、
歴
史
的
世
界
に
現
実
に
出
現
す
る
菩
薩
と
は
解
釈
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
、
日
本
の
日
蓮
が
、
自
身
を
地
涌
の
菩
薩
の
な
か
の
上
行
菩
薩
の
再
誕
で
あ
る
と
い
う
宗
教
的
自
覚
を
持
っ
た
こ
と
は
、
法
華
思
想
史
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
珍
し
い
事
実
で
あ
っ
た
。
　
第
二
部
の
「『
法
華
経
』
の
民
衆
的
信
仰
」
に
お
い
て
は
、『
法
華
経
』
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
を
別
行
し
た
『
観
音
経
』
に
基
づ
く
観
音
菩
薩
の
信
仰
を
取
り
あ
げ
、
観
音
菩
薩
の
人
気
を
も
た
ら
し
た
諸
経
典
、
観
音
菩
薩
を
主
人
公
と
す
る
疑
経
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
観
音
菩
薩
の
応
験
記
の
編
纂
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
　
さ
ら
に
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
、
た
と
え
ば
聞
法
、
読
誦
、
書
写
、
講
義
な
ど
の
具
体
的
な
功
徳
の
体
験
を
強
調
す
る
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響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
関
し
て
論
及
し
た
。
天
台
三
大
部
の
一
つ
で
あ
る
『
法
華
文
句
』
が
吉
蔵
の
法
華
疏
を
大
幅
に
依
用
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
文
献
学
的
に
論
証
さ
れ
た
平
井
俊
榮
博
士
の
研
究
（『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
）
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
が
、
思
想
的
に
は
吉
蔵
に
は
の
ち
の
五
姓
各
別
思
想
の
先
蹤
と
な
る
説
が
認
め
ら
れ
、
基
が
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
吉
蔵
は
法
相
宗
の
五
姓
各
別
説
に
基
づ
く
三
乗
真
実
・
一
乗
方
便
説
と
は
対
極
に
あ
る
仏
教
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
筆
者
自
身
も
関
わ
っ
た
論
争
の
経
緯
を
主
と
し
て
「
四
種
声
聞
授
記
」
の
問
題
を
中
心
に
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
。
　
最
後
に
、
従
来
、
吉
蔵
は
い
わ
ゆ
る
三
車
家
の
代
表
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
三
車
家
ま
た
は
四
車
家
の
い
ず
れ
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
立
場
を
と
り
、
衆
生
の
悟
り
こ
そ
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
学
説
を
紹
介
し
、
か
か
る
説
と
前
に
言
及
し
た
吉
蔵
の
批
判
的
研
究
の
関
係
に
つ
い
て
再
説
し
て
論
を
締
め
括
っ
た
。
韓
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
研
究
史
金　
　
炳
坤
　
韓
半
島
（
海
東
）
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
初
伝
に
つ
い
て
は
、
書
か
れ
た
歴
史
の
中
に
は
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
天
監
年
中
に
梁
に
渡
り
三
十
余
年
後
に
帰
国
し
た
百
済
発
正
が
伝
え
る
、
本
経
の
霊
験
譚
が
そ
の
伝
来
に
関
わ
る
初
出
と
目
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
法
興
大
王
即
位
十
四
年
よ
り
霊
鷲
山
（
慶
南
蔚
山
）
に
住
や
吉
蔵
は
、『
法
華
経
』
に
も
『
涅
槃
経
』
と
同
様
に
「
仏
身
の
常
住
」
と
「
仏
性
」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
痛
烈
に
法
雲
を
批
判
し
、
法
雲
を
批
判
・
超
克
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
法
華
経
観
を
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
菅
野
教
授
の
発
表
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
本
発
表
は
、
前
・
後
半
の
二
部
よ
り
な
る
。
ま
ず
、
発
表
前
半
で
は
前
代
の
頓
漸
五
時
教
判
に
対
し
て
、
吉
蔵
が
示
し
た
経
典
観
が
「
諸
大
乗
経
顕
道
無
異
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
先
行
業
績
に
も
と
づ
い
て
確
認
し
、「
無
所
得
正
観
」「
不
二
正
観
」
を
標
榜
す
る
吉
蔵
に
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
『
三
論
玄
義
』
を
中
心
に
考
察
し
た
。
ま
た
、
わ
ず
か
な
文
例
で
は
あ
る
も
の
の
「
顕
道
無
異
」
の
立
場
は
小
乗
経
、
さ
ら
に
は
一
切
論
ま
で
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
「
顕
道
無
異
」
を
標
榜
し
、
諸
大
乗
経
を
平
等
視
す
る
吉
蔵
で
は
あ
る
が
、
諸
大
乗
経
の
中
で
も
『
法
華
経
』
を
最
勝
の
教
え
と
考
え
、
と
り
わ
け
そ
の
教
説
の
中
心
を
「
二
乗
作
仏
」
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
端
的
に
言
え
ば
、
諸
大
乗
経
を
平
等
視
す
る
吉
蔵
に
あ
っ
て
も
好
ま
し
い
経
典
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
法
華
経
』
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
吉
蔵
の
こ
う
し
た
「
顕
道
無
異
」
の
考
え
は
、
突
き
詰
め
て
ゆ
く
と
「
仏
教
の
立
地
そ
の
も
の
を
突
き
崩
し
て
い
く
」
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
批
判
的
見
解
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
吉
蔵
の
思
想
に
対
す
る
批
判
的
研
究
に
も
言
及
し
た
。
　
次
に
発
表
後
半
で
は
、
近
時
、
吉
蔵
の
法
華
関
係
著
作
が
智
顗
や
慈
恩
大
師
基
、
さ
ら
に
は
新
羅
の
元
暁
や
わ
が
国
の
聖
徳
太
子
の
法
華
疏
に
影
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る
も
の
は
、
元
暁
撰
『
法
華
宗
要
』（
完
本
、
仁
和
寺
）、
義
寂
釈
・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』（
欠
本
、
京
大
図
・
聖
語
蔵
）、
義
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
』（
欠
本
、
東
大
図
）、
そ
し
て
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
円
弘
注
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』（
三
巻
中
二
巻
存
、
聖
語
蔵
・
金
沢
文
庫
）
の
四
部
の
み
で
、
い
ず
れ
も
日
本
に
在
り
、
韓
国
で
の
伝
本
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
日
本
の
章
疏
に
は
順
憬
撰
『
法
華
音
義
』
や
憬
興
撰
『
法
華
経
疏
』
な
ど
逸
書
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、
中
国
の
章
疏
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
指
摘
で
き
る
、
こ
の
時
期
の
思
想
史
的
特
徴
は
、
天
台
教
学
の
影
響
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
是
非
を
問
わ
ず
し
て
中
国
唯
識
思
想
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
、
と
の
二
点
で
あ
る
。
　
会
三
帰
一
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
高
麗
の
後
三
国
統
一
前
後
は
、
中
国
天
台
宗
の
第
十
六
祖
義
通
、『
天
台
四
教
儀
』
で
名
高
い
諦
観
、
大
覚
国
師
碑
に
そ
の
名
を
刻
む
智
宗
ら
留
学
僧
の
活
躍
が
目
立
つ
が
、
国
清
寺
の
開
創
（
黄
北
開
城
）
に
伴
い
、
義
天
が
海
東
天
台
宗
の
祖
と
な
り
、
教
雄
が
台
宗
大
選
に
及
第
し
、
本
宗
が
国
家
公
認
の
一
宗
に
加
わ
っ
て
か
ら
は
、
海
東
法
華
は
海
東
天
台
宗
が
、
主
に
そ
の
任
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
以
降
、
万
徳
山
白
蓮
社
（
全
南
康
津
）
の
了
世
、『
法
華
経
讃
』
の
天
因
、『
海
東
伝
弘
録
』（
引
文
存
）
の
天
、『
釈
迦
如
来
行
蹟
頌
』『
天
台
末
学
雲
黙
和
尚
警
策
』
の
雲
黙
、
妙
蓮
寺
（
黄
北
開
城
）
の
無
畏
、
『
法
華
霊
験
伝
』
の
了
円
ら
に
相
承
せ
ら
れ
る
が
、
次
第
に
衰
退
し
朝
鮮
の
世
宗
六
年
に
は
禅
宗
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
う
。
　
朝
鮮
で
の
本
経
研
究
は
、
刮
目
す
る
べ
き
成
果
が
さ
ほ
ど
な
い
た
め
に
そ
の
代
表
的
な
現
存
書
の
み
を
列
記
し
て
お
く
。
雪
岑
『
蓮
経
別
讃
』、
世
祖
刊
『
法
華
経
諺
解
』、
水
月
居
士
書
『
実
相
妙
法
蓮
華
経
』。
し
て
「
常
講
法
華
」
し
、
智
通
・
元
暁
と
交
わ
り
を
も
つ
新
羅
朗
智
。
推
古
三
年
に
時
の
皇
太
子
の
師
と
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
明
開
法
華
三
車
権
実
二
智
之
趣
」
す
る
に
至
ら
せ
た
高
句
麗
慧
慈
。
そ
し
て
修
徳
寺
（
忠
南
礼
山
）・
達
拏
山
（
全
南
霊
巌
）
に
て
「
以
誦
法
華
為
業
」
し
た
百
済
慧
顕
（
又
は
恵
現
）
な
ど
の
諸
師
の
行
状
を
総
合
す
れ
ば
、
す
で
に
六
世
紀
を
待
た
ず
し
て
、
研
鑽
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
　
こ
と
天
台
法
華
に
関
し
て
い
え
ば
、
太
建
五
年
に
慧
思
の
も
と
で
法
華
安
楽
行
門
を
授
か
り
法
華
三
昧
を
証
し
て
、
帰
国
後
は
熊
州
翁
山
（
忠
南
公
州
）
に
お
い
て
師
の
教
え
を
敷
揚
し
、
後
世
に
「
為
海
東
諸
国
伝
教
之
始
」
と
評
さ
れ
る
百
済
玄
光
。
智
顗
に
師
事
し
て
禅
法
を
授
か
り
、
天
台
山
華
頂
峰
に
お
け
る
十
六
年
間
の
行
道
の
末
、
帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
大
業
九
年
に
国
清
寺
に
没
し
た
高
句
麗
波
若
。
隋
の
仁
寿
年
間
に
渡
海
し
智
者
に
従
っ
て
妙
典
を
修
め
、
天
台
別
院
で
妙
観
を
増
修
し
て
、
帰
国
後
は
「
毎
弘
茲
典
」
し
た
新
羅
縁
光
。
そ
れ
に
玄
朗
か
湛
然
の
門
人
と
い
わ
れ
、
開
元
十
八
年
に
伝
教
帰
国
し
た
新
羅
法
融
・
理
応
・
純
英
の
三
師
ま
で
が
海
東
の
地
に
天
台
法
華
を
も
た
ら
し
た
草
創
期
の
人
師
ら
で
あ
る
。
　
新
羅
の
三
国
統
一
前
後
よ
り
、
張
保
皐
に
よ
っ
て
国
内
外
に
法
華
院
が
創
建
さ
れ
る
九
世
紀
頃
ま
で
は
、
海
東
法
華
の
最
盛
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
経
録
に
基
づ
い
て
、
こ
の
時
期
に
著
さ
れ
た
法
華
章
疏
を
総
括
す
る
と
、
生
国
・
成
立
・
異
名
同
本
な
ど
議
論
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
元
暁
『
宗
要
』『
要
略
』『
略
述
』『
疏
』『
方
便
品
料
簡
』『
綱
要
集
』『
略
記
』、
義
寂
『
料
簡
』『
論
述
記
』『
験
記
』『
綱
目
』、
義
一
『
疏
』、
玄
一
『
疏
』、
円
弘
『
論
子
注
』、
順
憬
『
料
簡
』『
音
義
』、
恵
雲
『
料
簡
』、
憬
興
『
疏
』、
遁
倫
『
疏
』、
太
賢
『
古
迹
記
』、
神
雄
『
論
集
解
鈔
』
と
十
一
師
の
二
十
一
部
が
数
え
ら
れ
る
。
今
に
伝
わ
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。
こ
の
よ
う
に
南
都
の
寺
院
に
も
多
く
講
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
法
華
経
』
一
部
八
巻
を
四
日
間
で
講
じ
る
法
華
八
講
や
開
結
二
巻
を
合
わ
せ
た
一
〇
巻
を
五
日
間
で
講
ず
る
法
華
十
講
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
八
世
紀
末
以
降
で
あ
る
。
そ
の
最
初
に
岩
淵
寺
の
勤
操
が
存
在
す
る
。
や
が
て
法
会
に
伴
う
竪
義
論
義
が
僧
侶
の
試
験
を
兼
ね
、
僧
綱
へ
の
昇
進
の
道
を
約
束
す
る
制
度
が
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
と
、
法
会
は
僧
侶
世
界
に
お
い
て
社
会
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
平
安
時
代
以
降
の
『
法
華
経
』
の
講
説
の
隆
盛
の
理
由
の
一
つ
に
、
本
経
を
中
心
に
す
る
天
台
宗
の
隆
盛
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
は
密
教
も
盛
ん
に
な
る
時
で
あ
っ
た
が
、
天
台
宗
で
は
『
法
華
経
』
と
密
教
の
関
係
が
課
題
と
な
り
、
基
本
的
に
は
円
密
一
致
の
解
釈
が
主
流
と
な
っ
た
。
十
世
紀
以
降
で
は
貴
族
と
僧
侶
と
が
共
に
集
ま
っ
て
行
っ
た
勧
学
会
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
比
叡
の
麓
に
開
催
さ
れ
た
が
、
朝
に
は
『
法
華
経
』
を
講
じ
夕
べ
に
は
念
仏
を
し
、
夜
通
し
『
法
華
経
』
を
讃
嘆
す
る
詩
文
を
作
っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
じ
頃
、
藤
原
道
長
が
私
邸
に
開
催
し
た
法
華
三
十
講
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。『
栄
華
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
貴
族
に
招
聘
さ
れ
て
法
会
に
出
仕
す
る
こ
と
が
僧
侶
の
名
誉
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
が
て
千
日
間
に
渡
っ
て
講
説
を
続
け
る
千
日
講
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。
院
政
期
以
降
で
は
、
法
勝
寺
で
開
催
さ
れ
た
御
八
講
が
最
も
格
式
の
高
い
講
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
説
法
に
関
わ
る
資
料
が
、
唱
導
の
資
料
と
し
て
現
在
に
残
る
。
　
ま
た
、
八
世
紀
以
降
、
経
典
の
暗
誦
が
僧
侶
の
資
格
と
な
っ
た
こ
と
が
背
景
と
な
り
、
経
典
を
受
持
す
る
こ
と
を
正
面
に
出
す
受
容
も
登
場
し
た
。
彼
ら
は
持
経
者
と
呼
ば
れ
た
が
、『
法
華
経
』
の
暗
誦
を
義
務
と
し
　
管
見
な
が
ら
以
上
が
六
世
紀
頃
か
ら
十
九
世
紀
頃
ま
で
の
韓
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
研
究
史
で
あ
る
。
日
本
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
思
想
蓑
輪　
顕
量
　
『
法
華
経
』
が
初
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
の
は
『
扶
桑
略
記
』
に
引
用
さ
れ
る
薬
恒
の
『
法
華
験
記
』
に
よ
れ
ば
五
七
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
古
代
に
お
い
て
は
滅
罪
と
護
国
の
経
典
と
さ
れ
た
。
滅
罪
と
結
び
つ
い
た
の
は
、
法
師
功
徳
品
に
説
か
れ
る
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
清
浄
が
説
か
れ
る
こ
と
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
あ
ら
ゆ
る
災
厄
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
護
国
と
結
び
つ
い
た
直
接
の
理
由
は
明
瞭
に
は
し
が
た
い
が
、
六
世
紀
以
降
、
滅
罪
と
護
国
の
経
典
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
姿
は
、
経
典
の
講
説
と
い
う
形
を
取
っ
た
。
　
経
典
講
説
の
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
そ
の
最
初
は
推
古
天
皇
一
四
年
（
六
〇
六
）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
聖
徳
太
子
が
岡
本
宮
に
『
法
華
経
』
を
講
説
し
た
と
い
う
。
飛
鳥
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
写
本
が
残
る
『
法
華
義
疏
』
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
講
説
と
い
う
形
で
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
　
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
は
得
度
の
試
験
に
『
法
華
経
』
の
暗
誦
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
創
建
間
も
な
い
東
大
寺
に
お
い
て
も
『
法
華
経
』
の
講
説
は
始
め
ら
れ
、
そ
れ
は
桜
会
と
呼
ば
れ
た
。
東
大
寺
の
桜
会
は
連
綿
と
続
き
、
院
政
期
頃
か
ら
は
東
大
寺
の
僧
侶
に
限
定
さ
れ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
興
福
寺
の
法
華
経
講
説
は
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
に
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
藤
原
冬
嗣
が
父
の
内
麿
の
た
め
に
始
め
た
も
の
で
あ
っ
　90
『宗教研究』89巻別冊（2016年） パネル
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
て
き
た
羅
什
訳
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
も
例
外
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
イ
プ
ル
ヤ
（
方
広
）
に
対
す
る
「
大
乗
」
の
訳
例
、
三
車
火
宅
の
喩
え
に
お
け
る
「
羊
車
」
と
「
鹿
車
」
の
訳
語
置
換
、
羅
什
が
好
ん
で
採
用
し
た
「
諸
法
実
相
」
の
訳
語
、
思
想
的
な
意
図
を
う
か
が
わ
せ
る
十
「
如
是
」
の
訳
例
、「
観（
世
）音
」
の
訳
語
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
な
一
文
の
挿
入
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
容
を
経
て
は
じ
め
て
、Saddharm
apun. d. arīka
（
白
い
蓮
華
の
よ
う
な
正
し
い
法
）
と
い
う
法
門
（
経
典
）
は
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
い
て
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
し
て
根
づ
き
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
い
て
同
経
が
果
た
し
た
役
割
と
対
比
す
る
と
き
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
解
釈
と
受
容
に
は
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
特
色
が
う
か
が
え
る
。
一
乗
・
三
乗
の
い
ず
れ
が
真
実
か
方
便
か
の
論
争
は
、
つ
と
に
イ
ン
ド
の
瑜
伽
行
派
と
中
観
派
と
の
間
で
も
争
点
と
な
り
、
中
国
や
日
本
の
天
台
宗
と
法
相
宗
に
も
継
承
さ
れ
、
深
め
ら
れ
た
。
三
車
家
・
四
車
家
論
争
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
の
中
の
方
便
品
や
譬
喩
品
を
重
視
す
る
か
、
あ
る
い
は
化
城
喩
品
の
二
乗
方
便
的
な
説
明
を
重
ん
じ
る
か
に
よ
っ
て
も
結
論
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
こ
の
問
題
も
原
典
と
翻
訳
本
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
菩
薩
と
仏
の
連
続
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
史
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
大
き
な
争
点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
関
連
し
て
ま
た
、「
久
遠
の
釈
尊
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
如
来
は
無
量
の
寿
命
を
も
っ
て
常
に
こ
の
世
で
菩
薩
行
を
な
す
と
い
う
「
如
来
の
寿
命
の
長
さ
」
の
章
（
如
来
寿
量
品
）
の
文
脈
に
照
ら
す
な
ら
、
如
来
常
住
説
と
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
問
題
は
し
か
し
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
法
雲
と
智
顗
・
吉
蔵
と
の
間
で
大
き
な
争
点
と
山
に
住
み
、
力
を
付
け
る
と
化
他
の
た
め
に
里
に
下
り
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
　
こ
の
よ
う
な
受
容
と
は
一
線
を
画
し
て
登
場
す
る
の
が
日
蓮
で
あ
る
。
日
蓮
は
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
の
こ
と
を
体
験
す
る
と
い
う
色
読
と
い
う
受
容
を
行
っ
た
。
経
典
の
内
容
を
自
ら
の
身
に
体
験
す
る
と
い
う
新
た
な
信
仰
受
容
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
経
典
を
未
来
を
示
す
未
来
記
と
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
は
講
説
か
ら
暗
誦
へ
、
そ
し
て
暗
誦
を
中
心
と
す
る
霊
力
を
持
つ
存
在
へ
、
そ
し
て
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
体
験
す
る
未
来
記
へ
と
、
そ
の
思
想
的
な
内
実
を
変
え
る
変
遷
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
コ
メ
ン
ト
斎
藤　
　
明
　
近
年
、『
法
華
経
』
の
成
立
や
内
容
分
析
、
新
出
の
写
本
研
究
や
訳
注
研
究
、
同
経
の
特
色
を
め
ぐ
る
諸
研
究
と
な
ら
び
、（
１
）イ
ン
ド
仏
教
史
に
見
る
『
法
華
経
』
の
痕
跡
と
受
容
、（
２
）東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
容
と
同
経
が
果
た
し
た
役
割
、（
３
）あ
る
い
は
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
上
の
諸
師
が
引
用
す
る
『
法
華
経
』
を
扱
う
研
究
も
目
を
惹
く
よ
う
に
な
っ
た
。
本
パ
ネ
ル
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
の（
２
）の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
　
仏
典
の
二
大
翻
訳
に
、
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
翻
訳
仏
典
の
受
容
や
変
容
と
い
う
視
点
か
ら
経
典
を
見
る
と
き
、
翻
訳
の
信
頼
度
と
と
も
に
、
翻
訳
者
自
身
の
意
図
や
思
想
、
経
典
を
受
容
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
伝
統
や
価
値
観
、
さ
ら
に
は
ま
た
宗
教
思
想
史
上
の
背
景
な
ど
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
、
総
じ
て
優
れ
た
訳
本
と
し
て
知
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あ
げ
、
疑
経
や
応
験
記
の
編
纂
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、『
弘
賛
法
華
伝
』『
法
華
伝
記
』
を
取
り
あ
げ
た
。
　
奥
野
光
賢
「
吉
蔵
の
法
華
経
観
」
は
、
中
国
三
論
宗
の
吉
蔵
の
法
華
経
観
を
考
察
し
た
。
第
一
に
、
南
北
朝
時
代
の
頓
漸
五
時
教
判
に
対
し
て
、
吉
蔵
が
示
し
た
経
典
観
「
諸
大
乗
経
顕
道
無
異
」
に
つ
い
て
、
一
定
の
合
理
性
を
認
め
な
が
ら
、
一
方
、
経
典
の
位
置
づ
け
は
平
準
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
宗
教
的
力
強
さ
を
欠
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
論
宗
の
衰
退
を
招
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
第
二
に
、
吉
蔵
の
法
華
関
係
著
作
が
智
顗
、
基
、
元
暁
、
聖
徳
太
子
の
法
華
疏
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
近
年
の
研
究
を
紹
介
し
た
。
と
く
に
、
三
車
家
と
四
車
家
の
問
題
、
吉
蔵
に
五
性
各
別
的
な
思
想
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
研
究
を
紹
介
し
た
。
　
金
炳
坤
「
韓
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
研
究
史
」
は
、
六
世
紀
頃
か
ら
十
九
世
紀
頃
ま
で
の
韓
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
研
究
の
歴
史
を
辿
り
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
発
正
、
朗
智
、
慧
慈
、
慧
顕
の
『
法
華
経
』
に
関
す
る
事
績
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
ま
で
に
天
台
宗
を
韓
国
に
伝
え
た
玄
光
、
波
若
、
縁
光
、
法
融
、
理
応
、
純
英
を
紹
介
し
た
。
次
に
、
経
録
に
基
づ
い
て
、
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
十
一
師
の
二
十
一
部
の
法
華
経
疏
を
紹
介
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
現
存
す
る
も
の
は
、
元
暁
撰
『
法
華
宗
要
』、
義
寂
釈
・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』、
義
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
』、
円
弘
注
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
四
部
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
東
天
台
宗
の
興
隆
と
衰
退
、
つ
い
に
は
禅
宗
へ
と
統
合
さ
れ
て
い
く
歴
史
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
現
代
の
韓
国
の
学
者
に
よ
る
『
法
華
経
』
研
究
の
目
録
を
資
料
と
し
て
提
示
し
た
。
な
っ
た
。
一
方
ま
た
、
如
来
蔵
・
仏
性
説
は
、『
法
華
経
』
の
現
行
の
原
典
に
直
接
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
す
べ
て
の
衆
生
が
仏
の
子
で
あ
る
と
い
う
同
経
の
思
想
は
、『
宝
性
論
』
に
見
る
「
如
来
蔵
の
三
義
」
の
中
の
第
一
義
（
法
身
の
遍
満
性
を
根
拠
と
す
る
、「
如
来
の
胎
児
」
解
釈
）
に
連
な
る
。
　
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
論
点
の
異
同
を
念
頭
に
置
き
、
と
く
に
中
国
仏
教
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
三
車
家
・
四
車
家
論
争
の
背
景
、
お
よ
び
「
久
遠
の
釈
尊
」
を
説
く
『
法
華
経
』
と
如
来
常
住
・
仏
性
説
を
説
く
『
涅
槃
経
』
と
の
勝
劣
問
題
の
背
景
、
さ
ら
に
は
日
本
仏
教
に
お
い
て
『
法
華
経
』
が
護
国
経
典
と
見
な
さ
れ
た
理
由
と
背
景
に
つ
い
て
、
発
表
者
と
の
間
で
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め
菅
野　
博
史
　
『
法
華
経
』
は
、
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
初
期
大
乗
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
鳩
摩
羅
什
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
訳
出
後
、
信
仰
と
研
究
の
対
象
と
し
て
大
い
に
流
行
し
た
。
　
菅
野
博
史
「
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
思
想
の
受
容
」
は
、
第
一
の
「
中
国
法
華
経
疏
に
見
ら
れ
る
『
法
華
経
』
の
思
想
の
受
容
」
に
お
い
て
、
一
仏
乗
、
久
遠
釈
尊
、
地
涌
菩
薩
と
い
う
『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
が
中
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
全
体
的
に
考
察
し
た
。
と
く
に
、
一
仏
乗
を
め
ぐ
っ
て
は
、
教
判
思
想
の
基
準
、『
法
華
経
』
の
開
三
顕
一
と
法
相
宗
の
特
殊
な
解
釈
、
智
顗
の
種
熟
脱
の
三
益
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
仏
性
の
説
・
不
説
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
た
。
第
二
の
「『
法
華
経
』
の
民
衆
的
信
仰
」
に
お
い
て
は
、
観
音
菩
薩
の
信
仰
を
取
り
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震
災
と
記
憶 
│
│ 
声
に
な
ら
な
い
声
を
聴
く 
│
│
代
表
者
・
司
会　
高
橋　
原
コ
メ
ン
テ
ー
タ　
磯
前
順
一
被
災
地
に
お
け
る
死
者
の
記
憶
鈴
木　
岩
弓
　
人
の
間
と
書
く
人
間
は
、
生
者
と
生
者
の
み
な
ら
ず
、
死
者
と
生
者
と
の
関
係
の
中
で
も
生
き
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
死
者
に
は
、〈
震
災
以
前
か
ら
の
死
者
〉
と
、
震
災
で
新
た
に
生
じ
た
〈
被
災
死
者
〉
の
二
種
見
ら
れ
、
生
者
は
こ
の
二
種
の
死
者
と
関
わ
り
を
結
び
つ
つ
生
活
し
て
い
る
。
　
前
者
に
は
さ
ら
に
、
個
性
が
薄
れ
て
「
先
祖
」
と
い
っ
た
集
合
名
詞
の
死
者
と
、
具
体
的
な
個
性
を
も
っ
た
固
有
名
詞
の
死
者
と
の
二
種
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
死
者
は
、
震
災
時
、
そ
れ
ま
で
家
や
寺
に
安
置
さ
れ
て
関
わ
り
を
も
た
れ
て
い
た
位
牌
・
過
去
帳
・
遺
影
が
流
出
し
、
場
合
に
よ
る
と
墓
石
も
破
壊
さ
れ
て
カ
ロ
ー
ト
の
中
に
入
っ
て
い
た
焼
骨
も
流
出
し
て
し
ま
い
、
震
災
前
に
既
に
あ
っ
た
死
者
の
シ
ン
ボ
ル
の
喪
失
に
遭
遇
し
た
人
々
が
多
々
生
じ
た
。
か
か
る
人
々
の
対
処
行
動
と
し
て
は
、
僧
侶
が
配
付
し
た
腕
輪
念
珠
や
「
手
の
ひ
ら
地
蔵
」
を
身
近
に
お
い
て
、
死
者
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
創
出
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
死
者
の
戒
名
・
俗
名
の
記
憶
が
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、「
弔
い
上
げ
」
の
時
期
を
早
く
す
ま
せ
、
ま
と
め
て
「
○
家
先
祖
代
々
」
と
し
て
祀
る
と
い
う
方
法
も
選
択
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
後
者
で
は
、
遺
体
の
有
無
に
よ
り
遅
速
は
あ
る
も
の
の
、
大
筋
で
　
蓑
輪
顕
量
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
思
想
」
は
、
日
本
に
お
い
て
『
法
華
経
』
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
と
く
に
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
得
度
の
試
験
に
『
法
華
経
』
の
暗
誦
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
平
安
時
代
に
か
け
て
、
法
華
八
講
、
法
華
十
講
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
『
法
華
経
』
講
説
の
儀
式
が
盛
ん
に
な
っ
た
歴
史
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
は
色
読
と
い
う
、
経
典
の
内
容
を
自
ら
の
身
に
体
験
す
る
と
い
う
新
た
な
信
仰
受
容
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
法
華
経
』
は
講
説
か
ら
暗
誦
へ
、
そ
し
て
暗
誦
を
中
心
と
す
る
霊
力
を
持
つ
存
在
へ
、
そ
し
て
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
体
験
す
る
未
来
記
へ
と
思
想
的
な
内
実
を
変
え
る
変
遷
を
辿
っ
た
。
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
斎
藤
明
氏
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
果
た
し
た
役
割
と
対
比
し
て
、
本
パ
ネ
ル
の
各
発
表
の
問
題
意
識
を
捉
え
直
し
た
う
え
で
、
と
く
に
中
国
仏
教
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
三
車
家
・
四
車
家
論
争
の
背
景
、
お
よ
び
「
久
遠
の
釈
尊
」
を
説
く
『
法
華
経
』
と
如
来
常
住
・
仏
性
説
を
説
く
『
涅
槃
経
』
と
の
勝
劣
問
題
の
背
景
、
さ
ら
に
は
日
本
仏
教
に
お
い
て
『
法
華
経
』
が
護
国
経
典
と
見
な
さ
れ
た
理
由
と
背
景
に
つ
い
て
質
問
し
、
発
表
者
と
の
間
で
討
議
を
行
っ
た
。
